
 

 1. 道標 

現地の状況 ：コンクリ台、富士型自然石 

碑文・その他：「富士山形」の刻みに、「東 十里木、胎内、

村山」の刻み文字 

GPS：N35°18'31.9 E138°56'10.6 

 2. 道祖神、庚申供養塔 

現地の状況 ：石積み２段の台、(山)笠型 

碑文・その他：石積み１「道祖神」の刻み文字 

「人型」の刻み像段台、笠型 

GPS：N35°18'36.1 E138°56'14.6 

 3. 勝又勝美翁碑 

現地の状況 ：自然石積上げ台、箱形 

碑文・その他：「讃勝又勝美翁」と 

「内閣総理大臣石橋湛山書」の刻み文字 

GPS：N35°18'36.1 E138°56'14.6 

 4. 淺間神社 

現地の状況 ：鳥居、社殿 

碑文・その他：神饌幣帛 

                  淺間神社 

共進神社 

GPS：N35°18'35.5 E138°56'15 

 5. 穐葉神社 

現地の状況 ：石柵の中に自然石台上に祠 

碑文・その他：石柵に「二枚橋秋葉講」祠に「講中安全」

の刻み文字 

GPS：N35°18'41.1 E138°56'20.9 

 

 

 

 

 

 



 

 6. 建立百年記念名盤 

現地の状況 ：コンクリ台、御影石記念碑 

碑文・その他：穐葉神社建立百年記念と銘文の刻み  

GPS：N35°18'41.1 E138°56'20.9 

 7. 庚申寺 

現地の状況 ：県道沿いゴテンバ美容室を左折すると直ぐ

にある 

碑文・その他：この寺は寛永元甲子年に東田中宝持院の末

寺で五庵の一つ光真庵。その後庚申寺と改称 

GPS：N35°18'48.7 E138°56'24.4 

 8. 吾妻神社 

現地の状況 ：県道仲町バス停付近の個人宅前を左折する

と市医師会館の直前に吾妻神社、穂見神社

が並んでいる 

碑文・その他：日本武尊が蝦夷征伐のとき海路で東国へ向

かう際のわれから、村人が杉原神社として祀

り、いつしか吾妻宮と呼ぶ。明治初年に現在

地に遷し丸の内神社に、明治 39 年二枚橋子

之神社を合祀して吾妻神社と改称した 

創立創建：明治 39年（1906） 

GPS：N35°18'58.3 E138°56'29.2 

 9. 御殿跡・御殿場発祥の地碑 

現地の状況 ：自然石の組台に丸型自然石の碑 

碑文・その他： 神社境内左手側に御殿場市の地名由来の発

祥の地碑と徳川家康公の御殿跡石碑がある 

建立年：昭和 56年 11月（1981） 

銘文： 地名 

          御殿場発祥の地 

          勝間田清一書 

 

GPS：N35°18'56.9 E138°56'25.4 

  

 

 

 

 



 

 10. 兜石の碑 

現地の状況 ：自然石組みの枠台の碑 

碑文・その他：源頼朝公が富士の巻狩りの折、兜をぬぎ置

いた石と言われ、もとは御殿場上田中に、そ

の後境内に移された。この石を最初に持ち上

げた力士は地方の大関として活躍したと言

われている 

建立年：平成 8年（1996） 

GPS：N35°18'56.9 E138°56'25.4 

 11. 穂見神社 

現地の状況 ：県道仲町バス停付近の個人宅前を左折する

と市医師会館の直前に吾妻神社の並びにあ

る 

碑文・その他：吾妻神社境内に合祀されいる穂見神社の祭

典は高尾さんで親しまれ、商売繁盛、五穀豊

穣を祈願して 11 月末夜半から 1 翌日早朝に

かけて夜店が出て賑わう夜祭りが行なわて

いれる 

GPS：N35°18'56.9 E138°56'25.4 

 12. 八幡通り入口 

現地の状況 ：小山・足柄、市役所、八幡宮方向、交差点

付近の様子や風景 

碑文・その他：当時は周りに冨士屋、近江屋、丸屋、田中

屋、新中屋などの商店や料亭が軒を連ねてい

た 

GPS：N35°18'46.5 E138°56'24.2 

 13. 道祖神ほか１塔 

現地の状況 ：左側 石積み２段台、自然石 

右側 石積み１段台、自然石 

碑文・その他：左側 「道祖神」の刻み文字 

右側 文字等判読不明 

GPS：N35°18'45.8 E138°56'21 

 

 

 

 



 

 

 14. 八幡宮下付近 

現地の状況 ：道幅約 5ｍの舗装路 

碑文・その他：八幡宮下から神社の社叢や南側の八幡通り

が望める 

GPS：N35°18'48.5 E138°56'10.8 

 15. 八幡宮（西田中） 

現地の状況 ：２個の石鳥居の奥に社殿 

碑文・その他：開鑿した登山道の起点となる八幡宮。境内

は広く社殿のほか富士山東表口御殿場登山

道発祥の地碑、震災記念碑、子供相撲の土俵、

力石などが見られる 

GPS：N35°18'48.5 E138°56'9.5 

 16. 八幡宮碑（※名称不明） 

現地の状況 ：平石を台に箱形石碑 

碑文・その他：石鳥居の右脇に「明治 44 年」の日付けの

箱形石碑「・・・・八幡宮」の刻み文字があ

るが上部の文字は削られて判読できない 

GPS：N35°18'47.8 E138°56'9.7 

 17. 震災記念碑・石鳥居○築 

現地の状況 ：石鳥居の折れた石柱２本 

碑文・その他：右の石柱には「震災紀念碑」、左の石柱に

は「大正十三年九月十一日石鳥居○築」と刻

み文字 

GPS：N35°18'48 E138°56'9.7 

 18. 富士山東表口御殿場登山道発祥の地石碑 

現地の状況 ：２個の自然石を台に富士山型自然石碑 

碑文・その他：「富士山東表口」「御殿場登山道発祥の地」

の２段に、下に「静岡県令明治十六年五月二

十四日」と刻み文字。 

明治 16年 8月 17日開道式が盛大に挙行 

 

 

 

 

 



GPS：N35°18'48.5 E138°56'9.9 

  



 

 19. 護国碑 

現地の状況 ：自然石を四方に盛上げた土台の上に概ね四

角い自然石台の自然石碑 

碑文・その他：富士山を背に「護国碑」の刻み文字 

GPS：N35°18'56.4 E138°56'25.6 

 20. 行績基本合寄師名碑 

現地の状況 ：自然石台上に富士山◇型自然石碑 

碑文・その他：寄付者名等の記載 

GPS：N35°18'48.1 E138°56'8.8 

 21. 鳥居建築号師銘○碑 

現地の状況 ：2石の馬台に扇型自然石碑 

碑文・その他：寄付者名等の記載 

GPS：N35°18'48.5 E138°56'9.5 

 22. 丗三度碑ほか 2体 

現地の状況 ：加工石土台に自然石の記念碑 

碑文・その他：左側記念碑には富士山を刻み「○伊」文字

の下に「大先達」「丗三度」「深井小三郎」の

文字、箱形台には「東浦賀」と刻まれた碑。 

中央は「○○○○圓大徳」の刻み文字 

右端は墓碑で台に「富士嶋関弟中」と、文化

13年の文字が刻まれている 

GPS：N35°18'48.2 E138°56'9.4 

 23. 八幡宮を出発 

現地の状況 ：社叢北側から道幅約 4ｍの舗装路へ 

碑文・その他：出発する社叢からは富士山の姿がよく見え

る 

GPS：N35°18'51.6 E138°56'8.1 

 

 

 

 

 



 

 24. 八幡宮からジャリ道 

現地の状況 ：舗装路から道幅約 3ｍ弱の砂利道に入り、

グランボニュール西前から県道へ 

碑文・その他：市道 1152号線の終点から市道 2042号線、

県道 0210号線に繋ぐ 

GPS：N35°18'53.8 E138°56'9.1 

 25. 団地脇ジャリ道からの出口付近 

現地の状況 ：砂利道から少し登り舗装路に出て右へ折れ

石橋へ進む 

碑文・その他： 

GPS：N35°18'. E138°'. 

 26. 航空燈台跡 

現地の状況 ：八幡宮境内から北へ程なくの三叉路脇に戦

前までは航空燈台が建っていたようです。

民家の植込み付近にあったと、地元の方が

話してくれた 

碑文・その他： 

GPS：N35°18'49.8 E138°56'10.7 

 27. 石橋付近 

現地の状況 ：昔はこの石橋を渡り川に沿って昇っていっ

たようだ 

碑文・その他：地元の方の話しでは、元は石橋を渡ると河

川沿いに９尺の道を北上し、上の道に出て県

道に合流したとのこと。また、川沿いの登山

道は県道側に付替えたので現存してない 

GPS：N35°18'58.1 E138°56'1.2 

 28. 石橋手前通路 

現地の状況 ：横 2列程度でも歩けそうな細道を 100m程

で上の道に連絡できる 

碑文・その他：県道沿いの石橋手前の背戸道からも登山道

に使われたらしき話しがある 

GPS：N35°18'56.8 E138°56'1.2 

 

 

 

 

 



 

 29. 北久原地内交差点 

（浅間神社社務所付近） 

現地の状況 ：交差点付近は道幅も広く、石橋方向から左

折して国道 246号線へ上がる 

碑文・その他： 

GPS：N35°19'0.1 E138°56'2.5 

 30. 道祖神（双神像） 

現地の状況 ：1 段の加工石台に駒型の道祖神、馬や動物

の縫いぐるみが供えられていた 

碑文・その他：建立年：不明 

大きさ：32×42×61cm 

GPS：N35°19'0.1 E138°56'2.5 

 31. 二宮尊徳翁廻村の像 

現地の状況 ：県道沿いの地元集会施設の中程に二宮尊徳

翁の廻村の立像と銘文が刻まれている 

碑文・その他：1787年小田原の旧栢山村の農家に生まれ、

600余の農村や藩の再建に生涯をささげた。 

GPS：N35°19'1.2 E138°55'58.5 

 33. 馬頭観世音塔 

現地の状況 ：橋の脇にコンクリ台に頭部は丸状角柱の馬

頭観世音塔 

碑文・その他：建立年：明治 28年（1895） 

大きさ：37×16.5×10cm 

銘文：馬頭観世音 

GPS：N35°19'10.1 E138°55'48.7 

 34. 国道 246号 北久原交差点下付近 

現地の状況 ：やや昇りの舗装路 

碑文・その他：国道交差点まで約 100m程度 

GPS：N35°19'6.1 E138°55'52 

 

 

 

 

 

 


